
上宏
田た

部ペ

遺
跡

大
阪

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
高
槻
市
桃
園
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
九
年

（昭
４４
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
槻
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
原
口
正
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
田
部
遺
跡
は
芥
川
の
東
方
、
現
高
槻
市
の
市
庁
舎
の
敷
地
内
に
位
置
し
、

市
庁
舎
の
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
。
調
査
地
域
の
北
側

に
は
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
二

棟
、
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
南
側

で
は
沼
と
思
わ
れ
る
深
い
泥
炭

化
し
た
黒
色
粘
土
層
（凹
部
に
は

薄
く
砂
層
が
堆
積
す
る
）
の
上
に

二
面
の
水
田
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
下
の
水
田
に
は
東
西
方
向

の
、
水
路
に
伴
う
杭
列
や
屈
曲

し
た
溝
が
あ
り
、
上
の
水
田
に

は
南
北
方
向
の
杭
列
が
あ
る
。
下
の
水
田
が
上
砂
で
埋
没
し
た
た
め
上
に
新
た

に
水
田
が
作
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
か
ら
み
て
、
両

者
の
間
に
大
き
な
時
間
差
は
な
い
。
木
衝
は
す
べ
て
こ
の
二
面
の
水
田
か
ら
出

土
し
た
。
木
簡
の
ほ
か
、
馬
鍬

。
田
下
駄

・
機
織
具
な
ど
の
木
製
品
、
土
器
、

和
同
開
然
、
牛
骨
な
ど
の
遺
物
が
あ
り
、
牛
耕
を
な
し
う
る
ほ
ど
の
規
模
の
農

業
経
営
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
、
小
字
名
が

「
田
部
」
で
あ

る
こ
と
、

「
田
子
」
と
墨
書
し
た
土
器
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
竹
村
屯
倉
の

系
譜
を
引
く
摂
津
国
の
官
田
跡
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ
し
、
木
筒

や
そ
の
ほ
か
の
遺
物
は
西
方
の
芥
川
の
分
流
が
途
れ
た
た
め
に
、
お
し
流
さ
れ

て
こ
の
地
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(京都西南部)



1977年以前出上の木簡

木
筒
の
釈
文

。
内
容

六

①
　
□
□
十
五
尻
今
遺
定
五
百
十
三
尻

②
　
品
遅
部
君【醜
酢
ヵ〕

⑤

　

「
土
止
申

④
　
土
□
□
□
□
□
」

⑤
　
。　
日
□
＜
」

。　
口
国
＜
」

０
　
・
今
遺
二
段
口
日
日
□
□
壱
分

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
七
年
間
十

＝
口
口
日
国
主
道
守
千
足

０
　

×
月
六
日

十
二
月

③
　
。
□
□
政
□

四
月
申
日

。
□
□
回
□

（
μ
卜
∞
）
×
∞
∞
×
卜
　
Ｏ
μ
Φ

（
μ
卜
⇔
）
×
∞
〇
×
Φ
　
Φ
μ
Φ

（
Φ
∞
）
×
］
Φ
×
∞
　
ｏ
ド
Φ

合

い
９

×
合

∞
）
×
卜
　
Φ
ド
Φ

（
∞
い
）
×
Ｎ
∞
×
∽
　
ｏ
∞
Φ

一
月
十
三
日
＝

ｃ

∞
ｅ

ｘ

ｓ

ｅ

×

ω
　

⇔
ド
Φ

（
Ｈ

Ｄ

×
Ｃ

じ

×
∞
　
Φ
ド
Φ

Ｇ

ｅ

ｘ

６

ｅ

×

］

Φ
歯

一

回
百
□

名
ｏ醍
剛翠
□
在
高
不〔酢尼
」

含

じ

×
合

ｅ

×
∞
　
ｏ
歯

l101

。
「
ｏ
日

！

一日日日日日日日中‐‐日日日日日‐‐日一　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　『Φ
〉〈〕中
〉〈∞　　〇］中

①

　
七
日
日

日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜じ

夭
こ

益

ｏ驚

出
土
し
た
木
簡
は

一
三
点
あ
る
が
、　
一
点
は
罹
災
焼
失
し
、　
一
点
は
腐
蝕
が

激
し
い
。
⑪
に
は
裏
面
に
も
墨
痕
が
あ
る
。
⑪
⑥
は
田
積
の
計
算
に
関
わ
る
も

の
で
、
い
ず
れ
も
遺

っ
た
日
の
面
積
を
記
し
て
い
る
。
⑪
の

「尻
」
は
代
に
通

じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
①
の
天
平
七
年
間
十

一
月
と
い
う
年
紀
に
注
目
し
、
こ

れ
ら
の
木
簡
は
天
平
七
年
の
互
田
と
関
連
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が

官
田
と
関
連
す
る
と
す
れ
ば
、
互
田
の
対
象
外
と
さ
れ
た
可
能
性
が
強
ぐ
、
班

田
と
の
関
連
は
疑
間
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

高
槻
市
荻
育
委
員
会

『
上
田
部
遺
跡
調
査
概
報

一
九
六
九
』
全
九
六
九
年
）

原
口
正
三

・
富
成
哲
也

「大
阪
府
高
槻
市
に
お
け
る
上
田
部
遺
跡
と
川
西
遺

跡
の
調
査
」
翁
日
本
歴
史
』
二
五
六
　
一
九
六
九
年
）

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『高
槻
市
史
』
第
六

（
一
九
七
三
年
）

木
簡
学
会
編

『
日
本
古
代
木
筒
選
』
全
九
九
〇
年
）

（鷺
森
浩
幸
）




